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ユニバーサルデザインを活用した問題解決型指導の実践
一子どもが「わかる」算数科の授業を目指してー
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官lIsstudy is to clar略Twhether utilizing principles of Universal Design for Learning is effective 
to among individual student di宜erencesthrough problem-solving instruction. Then， 1 brought 
techniques of “visualization" and “sharing" into an Elementary School math class. These町ebased 
on the conception of Universal Design for Learning. As a result， the students became quicker to 
answer and active in sharing their ideas and questions. 
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在および研究の背景
小学校算数科において，問題解決型指導(問題
提示自力解決練り合いまとめ)が多く実施
されている。坪田(2003)は，問題解決型指導は子
どもの課題解決意欲をかき立て，子どもの思考力
や主体的な学びを育てるのに大変有効であると述
べている。
しかし一方で、，課題点も存在している。子ども
の学習の成立において個人差が生じてしまう点で
ある。学習内容が「わかる」子どもや自分の力で
「できるj子どもと， Iわからなし¥J子どもや「で
きない子どもJとの学力定着の差が明確に現れて
くるということである。自力解決や練り合いの場
面では，思考力，表現力の高い子どもは主体的に
学習を展開することができる。しかし，算数科に
苦手意識のある子どもは自分の力で熟題を解決で
きなかったり，主体的に練り合いに参加できなか
ったりすることがよく見られる。そうなれば，苦
手意識のある子どもは教師の支援があっても十分
に学習を深めることが困難になる。算数科の学習
そのものに対する参加意識が低くなってしまうこ
ともあり得る。学習が十分に深められなければ，
学力を身につけることができない上に，学習意欲
の低下により，算数科に対しての「楽しさjを感
じることが少なくなってくるだろう。
算数科授業は，学級全体で「楽しさ」を実感で
き，算数科が得意不得意にかかわらずどの子ども
も「わかる」授業づくりを目指していくことが重
要であると考える。
これらの問題の背景をふまえ，教職プレゼンテ
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ーション Iにおいて，ユニバーサルデ、ザインの視
点を活用した問題解決型指導の実践について検証
を行ったO
授業におけるユニバーサルデザインの視点と
いうのは，子どもの実態に応じて有効である手立
てすべてが該当するものと考えることができる。
板書の工夫や学習掲示の工夫など，視覚的に子ど
もに情報が伝わるものや，学習内容の焦点化や共
有化といった子どもが学習する内容や形態を工夫
するものなどが挙げられる。子どもにとって「あ
ると便利JIないと不安」な多くの工夫点が，授業
のユニバーサノレデザインと考えることができる。
その中から， I可視化樹オの活用jと「考えや疑問
の共有化jに着目し，授業実践を通して検証を行
ってきた。
可視化教材については，視覚的に情報を捉え学
習に対する関心を持たせられること，可視化情報
によって量を理解するのに有効で、あることが明ら
かになった。共有化については，多様な考えをも
とにより個の考えを深めることがで、きたこと，算
数科に苦手意識のある子どもでも，意欲的に学習
に参加し学習の成果を出すことができたことが明
らかになった。
また，新たな課題として，以下の2点が挙げら
れた。
①可視化教材の開発と活用
「わかるj授業づくりに有効な可視化耕寸の開
発や活用について，他の単元・領域での実践研究
が必要であること。また，教材に限らず，授業に
おいて可視化が可能なものとその有効性について
検証すること。
@f受業展開における共有化の活用について
問題解決の過程において，子どもの認識や思考
に則った柔軟な授業展開を模索し，疑問や考えを
共有化することでどの子どもも「わかる」授業づ
くりについて研究を深めていく必要があること。
(2)研究の目的
本研究では，問題解決型指導における主たる課
題点を学習成立の個人差の発生と捉え，ユニバー
サルデ、ザインの視点を取り入れることで誌題解決
を図る。本研究では，問題解決型指導の形式的な
流れに着目するのではなく，柔軟な学習の展開に
着目して考えていくものとする。「自力解決」や「練
り合しリの場面において，できる限り個人差が生
じないようにするためにユニバーサルデザインの
視点を活用する。
ユニバーサノレデザインの視点とは， I可視化情
報の活用Jと「授業展開における共有化Jの2点
である。この2点を授業づくりに活用し教職プ
レゼ、ンテー ションIの課題点にもとづいて有効性
を検証していくことを，本研究の目的とする。
(3)研究の方法
本研究では，ユニバーサルデザインの2つの視
点に着目し，教職フ。レゼ、ンテー ションIの熟彊点
である「可視化耕オの開発と活用JI授業展開にお
ける共有化の活用Jにもとづき，授業実践を通し
て検証してし、く。
「可視化孝鮒の開発と活用」では，第6学年算
数科のいくつかの単元において，有効と考えられ
る可視化教材を開発し授業実践で使用する。その
授業の様子や評価，子どものふり返りの感想をも
とに，有効性を検証する。「授業展開における共有
化の活用」においても，第6学年算数科のいくつ
かの単元において，有効と考えられる場面におい
て共有化の活動を取り入れて授業実践を行う。そ
の授業の様子や評価，子どものふり返りの感想、を
もとに，有効性を検証する。
2 先行研究の検討
(1)ユニバーサルデ、ザインの授業
ユニバーサルデ、ザインとは，本来建築や製品に
扱われる用語で「誰にでも使いやすいデザインj
とし寸意味を持っている。授業においては， Iどの
子どもにもわかる授業のデザイン」という意味で
捉えられている。具体的には，授業をわかりやす
くするために本質的に改善し，その上に個別の支
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援や配慮をしていくことである。
本質的な改善とは，授業を子どもの立場から考
え， 子どもの実態に応じて学習内容をどのように
すれば効率的に学ぶことができるかを考察するこ
とである。個別の支援とは，支援や配慮、を必要と
する子どもには「ないと不安Jであり，支援や配
慮を要しない子どもには「あると便利」である工
夫を盛り込み，学習効果を見出すことである。
山本(2011)は，算数科の授業のユニバーサルデ
ザイン化について実樹受業を行っている。子ども
一人一人の認識過程，思考過程を見とった上で、問
題解決型の形式から脱却していくことが重要であ
り，授業は子どもの認識に則って構成し，全員が
活動できるように仕組むことの重要'性について述
べている。子ども一人一人の認識過程，思考過程
を見とるということは，教師が子ども一人一人の
活動量をよく見て，その子どもの能力に合った学
習ができるようにするということである。この観
点から，必ずしも問題解決型の形式的な枠にと ら
われず，子どもの認識過程や思考過程に合わせて
授業を構成していくことを重視していると考える
ことができる。これは，問題解決型指導の形式あ
りきではなく， Iわかる」授業づくりのために，ま
ず子どもの実態をよく知り，子どもの認識や思考
ありきで授業の展開を組み立てるということを意
味している。
山本が主張する授業の展開では， 短時間の自力
解決の後に必ず友達の考えを読み取る共有(読
解・表現・再現)の時間を設け，子どもが学習し
たことを十分に理解できるようにしている。
本研究では，問題解決型指導の形式ではなく，
過程に着目 している。子どもが課題の解決に向け
て，個の学びだけでなく学習集団での学びの共有
によって「わかるj授業になっていくと考えてい
る。 その点から見れば，山本の研究で主張されて
いる共有 (読解・ 表現・再現)は， Iわかる」授業
づくりにおいて大変有効であると考えることがで
きる。
(2)通常学級で行う特別支援教育の活用
また，通常学級において特別支援教育の要素を
取り入れることで、ユニバーサルデザイン化を図る
ことも考えられている。贋瀬(2009)は， I教科教育
でわかる授業づくりを進めることに特別支援教育
の要素を取り入れることは，決して相反するもの
ではない。これからは通常教育と特別支援教育を
同じ目線で一緒につなげるものにできる」と述べ
ている。
贋瀬は，通常学級における授業と特別支援教育
として行われる授業とは別のものではなく，同じ
線上に存在しており，通常学級で行われる授業に
こそ特別支援教育の要素を取り入れていくことが
有効であることを主張している。
佐藤(2010)は， ["特別支援教育というと， LD等
の障害理解やコーディネーターや校内支援体制が
イメージされる。チームで様々な角度から子ども
を理解し支援することは必須の時代である。しか
し子どもの立場からは，日々過ごす教室で展開
される授業の中でこそ，適切な支援を得て，手応
えを感じたいと願っているはずであるjと述べて
し1る。
また， ["授業は， LD等の障害の有無にかかわり
なく，どの子どもも進んで取り組み，よさと力を
発揮して，できる・分かる手応えと励みを感じる
時間で、あってほししリとも述べている。
子どもが授業で何をどうやって学ぶか，またど
んな学びがあれば学習が成立するのかを，子ども
の立場で考えたときに，その子どもに対して教師
がどのように授業をプロデュースしていくかが，
特別支援教育の要素を活用して行う授業改善の本
質的な部分であると考えることができる。
つまり，子どもが授業で「わかる」実感を持つ
ためには，子どもの立場や目線に立ちその子ども
に合った支援方法を考えていくことが重要である
ということである。またそれは，特別な支援では
ないとしづ認識に立ってし1かなければならないと
いうことでもある。
3 実践と結果(明らかになったこと)
本研究の授業実践は，所属校である山形県内 A
小学校及び教職専門実習固で配属された山形県内
B小学校で行った。以下の実践の報告は，上記 A
小学校及びB小学校において実践した第6学年算
数科の授業についてのものである。
[事例1 可視化老財の活用①}
日時:平成24年4月26日(木)3校時
山形県内 A小学校第 6学年において， ["円の面
積の求め方を考えようJの単元の授業実践を実施
した。
本時の学習内容は，円の面積の大きさを量的に
とらえたり求め方を考えたりすることである。
円の面積は多角形(三角形・正方形・長方形)に
比べ，量的に把握しにくい性質を持っていると考
えた。そこで，操作活動を取り入れながら，円を
長方形(隈りなく長方形に近い形)に変えていく等
積変形を行った。半径10cmの実物大の円を，切り
貼りの操作をしながら長方形に変形させる活動を
行い，縦(円の半径)x横(円周の半分)で求積し
て答えを出した。
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これは，可視化耕オの例として教科書にも掲載
されているものであるが，実際に子どもの手で行
ってみることで量感を捉えやすくでき，可視化教
材としての成果が高まると考えた。
子ども(A児， B児)の学習コメント(表1参照)
には，量的に捉えることに関する記述があり，教
材は有効に活用されていることがうかがえた。
表1.子どもの学習コメン卜①
A児 |・円をそのまま切り貼りしたので，実
際の面積が分かりやすかったo
B児 |・長方形にしたので，かんたんに面積
を求められた。
図1.可視科教材「円の面積」
授業実践の結果として，以下の点が挙げられる0
・視覚的な情報により，円の面積を量的に捉える
ことができた。
-実物大を操作によって変形させたことで，求積
した数値の信頼性が高くなったO
-長方形に変形して求積した式と公式との関連が
明確に見え，次時の公式づくりへの意欲が高ま
った。
-可視化耕寸の使用によって，全体的に学習意欲
に高まりが見られた。
[事例2 可視化耕寸の活用②}
日時:平成24年 10月 18日(木)2校時
山形県内 B小学校第 6学年において， I比例を
くわしく調べよう」の単元の授業実践を実施した。
本時の学習内容は，比例する 2量における決ま
った数(定数)に気づき，xとYの関係を式に表
すことである。
本時の学習熱唱は， I水を入れる時間」と「水の
深さJの2つの量が，時間の経過とともにどのよう
に変わっていくかを調べるもので、あった。比例す
る2量の間にある決まった数(定数)は，子ども
にとって，表からは読み取りにくいものと考えた。
1分ごとの時間の経過(X)にともない，水の深さ
(y)がどのような割合で増えるかを，数値の変化を
読むことだけではなく図に表すことで，決まった
数の存在を把握し， xとYの関係を式に表すこと
に活用できると考えた。
そこで、， 1分ごとの時間の経過(X)にともない，
増えた深さの分(決まった数)を複数の色で着色し
ていくことで，決まった数を視覚的に捉えられる
ようにした。
子ども(c児， D児)の学習コメント(表2参照)
には，決まった数の存在に気づく記述があり，学習
課題に対して耕寸が有効に活用されていることが
うかがえた。
表2.子どもの学習コメント②
C児 |・水の深さ(y)を時間(X)でわると 4に
D児
| なることに気づいた。図にかくとわ
! かりやすかった。
|・色分けすると「かくれた数4Jがよく
| 分かった。
図2.可視科教材「比例の決まった数j
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授業実践の結果として，以下の点が挙げられる0
・表からは読み取りにくい 「決まった数jずつ増
える定数の存在に，容易に気づくことができた0
. xとYの関係を式に表すことが容易にできた。
. xとYの関係を式に表すときに必要な決まった
数について容易に理解することができた。
・可視化耕オの使用によって， 全体的に学習意欲
に高まりが見られた。
[事例3 可視化樹オの活用@]
日時:平成24年 12月5日(水)1校時
山形県内 A小学校第 6学年において， I比例を
くわしく調べよう」の単元の授業実践を実施した。
本時の学習内容は，反比例する 2つの量を表を
もとにグラフに表し，反比例のグラフの特徴を把
握することである。
2量が伴って増える比例のグラフと異なり，反
比例は2量の変化とグラフの構造を視覚的に捉え
ることは難しいと考えた。そこで，九九表を利用
して反比例のグラフと決まった数の関係を可視化
して授業で使用した。
授業では，表をもとに座標に点を取り，曲線で
結ぶ操作を行った。反比例のグラフは原点を通ら
ず直線にもならない。また，決まった数ずつ変化
していくことも把握できない。 実際に子どもにと
ってはグラフの構造を理解することは困難であっ
た。
終末の場面で，可視化教材として九九表(図 3
参照)を使用した。この九九表は，第2学年で使用
するものとは異なり，かける数，かけられる数を
ともに25まで増やしたものである。また，数値が
最も小さくなる 1の点を座標の原点に持ってく る
ことで，かける数がY軸，かけられる数がX軸に
なるものである。反比例の式の通りに Xの値と Y
の値をかければ定数になる。例えば，表の中から
18を探す。18は1X18を始め， 6通りのかけ算で
出すことができる数である。この 18をすべて探し，
それらを曲線で結ぶと反比例のグラフになる。 18
はこのグラフの決まった数となる。
表の中から同じ数を探し，それらを曲線で結ぶ
操作を行っていくうちに，反比例の式と決まった
数，グラフの関係が見えてくる可視化耕寸として
活用した。
子ども(E児， F児)の学習コメント(表3参照)
には，数量の関係の理解に関する記述があった。
解答を全体で一緒に考えてみた。
H児は，計算の仕方がわからなかったわけで、は
ないが，先にかけ算をしてしまう方が逆数もなく
容易に計算できると考え，括弧を使用したことを
主張した。しかし，出てきた解答がG児のものと
異なることに気づいた。なぜ解答が異なるのか，
その要因について考え込んでいたが，明確な理由
を見つけられずにいた。
そこで， 2つの考え方を全体で共有し実際に計
算しながら考えてみることで，正しい計算方法に
ついて確かめてみた。実際に計算し直す中で，「H
児の解答は計算の順序を無視しているので誤答J，
「除数を逆数にして計算していないので，分母と分
子の数が異なってしまうので誤答」などの意見が
出された。誤答例をもとに，たくさんの意見が出
され，計算の規則に則った正しい計算方法につい
て全体で、じっくり考えることができた。
H児は学習後のコメント(表4参照)に，考えの
共有化の成果と見とれるコメントを残している。
表3.子どもの学習コメント③
-九九表だとかけることの意味が分か
ったO 反比例の式と同じだった。
・決まった数を結ぶと反比例のグラフ
になる意味が分かった。
E児
F 児
5 
6 1 
一一× 一一=
5 5 
3 x 5 x 1 
5 6 x ??
??
?
?
3 
4 
図4ベ2).H児の解答
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6 1 
一 x-
5 5 
3 6 1 3 / 
一一÷一一×一一=一 +1
4 5 5 4、
3/6 
4 "25 
3 25 
コ一一×一一-
4 6 
25 
8 
図4ベD.G児の解答
授業実践の結果として，以下の点が挙げられる0
.理解しにくかった反比例のク守ラフの構造が見え
るようになった。
・反比例の式と決まった数，グラフの関係を理解
するのに大変効果的だった。
・表の2量の変化とグラフの特徴を関連させて見
ることができるようになったO
[事例4 疑問や考えの共有化①]
日時:平成24年6月 12日伏)2校時
山形県内 A小学校第 6学年において， I分数の
わり算の仕方を考えよう」の単元の授業実践を実
施した。
本時の学習内容は，かけ算，わり算の混じった
分数の計算においても，四則計算(結合法則)は
成立することを確かめることである。
分数のわり算の計算では，子どもの意識が除数
を逆数にして計算することに終始してしまうこと
が多く，かけ算との混合計算となると，計算の規則
を正しく理解せずに使うことがある。
この授業では，正しし1計算の仕方で正答を導き
出したG児の解答と，四則計算の規則に着目し効
率的に計算しようして括弧を使用したH児の解答
を板書し，それぞれの計算の仕方の違いと正しい
図3.可視科教材「反比例のグラフ」
表4.子どもの学習コメン卜④
H児 I .わる数(分数)に÷がついていること
を無視してしまった。式にはきまり
があり，分数でも同じことが分かつ
た。友達から意見をだしてもらい，
みんなで何回もやったので，まちが
いの意味が分かった。
授業実践の結果として，以下の点が挙げられる0
・分数においても，四則計算(結合法則)は同じ
ように計算しなければならないことを，確認す
ることができた。
・かけ算とわり算が混合している時は、根拠なく
つけ加えた括弧は使えないことや解答が違う
ものになることに気づくことができた。
. 1つの共有材料で，再考や話合いの場面が大い
に活発化し，多くの子どもがかかわることがで
きた。
-上・中位の子どもが多くかかわり合い，考えを
多面的に捉えることができた場面となった。
・下位の子どもにとっても， 1つの計算について
じっくり取り組むことができ，学習を成立させ
ることができた。
[事例5 疑問や考えの共有化]
日時:平成24年11月7日(水)2校時
山形県内 B小学校第 6学年において， I資料の
特ちょうを調べよう」の単元の授業実践を実施し
た。この時間の学習内容は， 2つの資料の平均値
とちらばり具合を調べそれぞれの資料の糊敷が
異なることを理解することである。
平均値が同じで、あったり近似で、あったりして
も，その集団の分散や密集によって，集団の糊教
が異なってくることを考えられるように，グルー
プでの話し合いを活用した。
子ども(1児， J児)の学習コメント(表5参照)
には，共有化の成果についての記述があった。
表5.子どもの学習コメント⑤
I児 |・私たちの気づかなかったことに気づ
いた班があり，おもしろかった。分
からないところが何かが分かった。
J児 | T君の考えたことが気になった。も
っとくわしく知りたい。
103 
授業実践の結果として，以下の点が挙げられる0
・少人数による話し合いで，全員の子どもが自分
の考えや意見を出すことができた。
-疑問やわからないところなど，なぜそれがわか
らないのかを共有することで，考える視点を明
確にすることができた。
. 1人の考えに一緒に取り組んでみることで，解
決の見通しを持つことができる子どもが多く
なった。
4 考繋
実蹴受業をふまえ，以下のように考察した。
(1)可視化情報の活用
事例 1，2， 3の結果から，可視化樹オの活用に
おける 3点の有効性を見とることができる。
①量的に捉えこと
②数量の関係を理解すること
③意欲面の高まり
以上の3点について考察を行った。
①量的に捉えること
事例1においては，可視化情報として円の面積
の大きさを捉えている。可視化情報として自分の
中に取り入れたものを、思考に活用することでよ
り単純で、整理された思考を持つことができると考
える。
これは，文章や数量の関係を読み取ることより
も，効率的に必要な情報を獲得できるからである
と考察する。
~数量関係、を理解すること
事例1では，既習の長方形の求積公式に変換し
たことから，円の公式を導き出すことができてい
る。これは，半径，円周を実物大のものを使用し
て変形したことで，実際の円周の半分が横，半径
が縦になっていることを可視化情報として捉えら
れている。そこから，面積を導き出す公式の意味
を理解することができている。
事例2では，増加していく量を図に表すことで，
2量の関係と決まった数が可視化情報として捉え
られている。決まった数ずとつ増加していくことを，
理解することに効果があったと言える。
事例3では，反比例のグラブの構造を九九表に
重ね合わせて見ることで， xとYの関係と決まっ
た数を同一の表の中で確認することができている。
既習の九九表の見方と関連させることで，反比例
のグラフの構造の理解を深めることができたと考
えられる。
これらの可視化'情報によって，効率的に数量の
関係を理解できたと考えることができる。
③意欲面の高まり
視覚的に情報が入ることで，子どもの思考に見
通しが立ち，意欲的に学習に取り組むことができ
る要素と考えられる。思考に見通しが持てること
や，意欲的に学習に取り組めることは，算数科の
授業において「わかるj状況をつくることができ
ると考える。
これらの 3点から，可視化樹寸の活用は， Iわ
かるj授業づくりに有効であると考えることがで
きる。
(2)疑問や考えの共有化
事例4，5の結果から，疑問や考えの共有化に
おける 3点の有効性を見とることができる。
①規則性，法則性に気づくこと
②子どもの取り組みの活発化
③意欲面の高まり
以上の3点について考察を行ったO
①規則性，法則性に気づくこと
事例4から， 1つの考え方を共有することで，
多面的に捉えられ，規則性や法則性に気づくこと
ができたと考えられる。この事例では，四則計算
のきまりについて，分数の場合でも成り立つこと
を確かめている。誤答例を取り上げたことで，正
答の計算の仕方を多面的に見ることができたと考
えられる。単純に計算の規則に則って正答を導き
出すよりも，誤答を使って尚子させる方がより学
習効果が見られると考えることができる。規則性
や法則性を理解できるということは， Iわかる」こ
とにとって大変重要なことである。
②子どもの取り組みの活発化
事例 4，5から，疑問や考えを共有化すること
で下位の子どものみならず，上・中位の子ども学
びにも効果があると考えることができる。
事例4の誤答例を取り上げたことにおいて多く
の子どもがかかわり合い，学習への取り組みが大
いに活発化したと言える。これは，疑問や考えの
共有化における上・中位の子どもの成果のーっと
見ることができる。上・中位の子どもの場合は，
E答例を2つ取り上げるよりも，誤答を取り上げ
た方が話し合いを活発化させることができる。
またこの場面では，正答例を用いて何度も解き
方に触れていたことが，下位の子どもに対する共
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有化の効果と見ることができると考察することが
できる。
事例5の結果から，少人数での話し合いによる
共有化は，下位の子どもに効果的であると考える
ことができる。
全体の前だと消極的になりがちな下位の子ど
もにとって，ある程度緊張感がほぐれる少人数で
のかかわりは，効果的な学習活動であると考える
ことができる。これも共有化の効果と見ることが
できる。
普段発言の多い上・中位の子どもは，少人数
の中でも大いに活躍している。特に下位の子ども
とのかかわりの様子の見とりから，自分の考えを
より明確化させることができていたと言える。
③意欲面の高まり
疑問や考えの共有化を取り入れることで，子ど
もの学習活動が活発化し，意欲的に学習に取り組
むことができると考えられる。これは，自分の考
えを表現する場が多くなったり，考えを出しやす
い場が多くなったりしたためであると考える
これらの3点から，疑問や考えの共有化は，考
え方をより多面的に捉え，多くの子どもがかかわ
り合いながら問題解決を図ることができ， Iわか
る」授業づくりにおいて有効であると考える。
以上の， (1)可視化情報の活用， (2)疑問や考
えの共有化の考察から， 2つのユニバーサルデザ
インの視点の活用が，算数科の「わかる」授業づ
くりに有効であることを検証できたと考えること
ができる。
5 到達点と課題
(1)これまでの実践研究の成果
先行研究の検討の記述の通り，子どもが fわか
るJ授業づくりを行うには，子どもの立場に立っ
て考える授業改善が重要である。本研究では，ユ
ニバーサルの視点を活用することで，従来実践さ
れてきた問題解決型指導をより柔軟に捉え，子ど
もが学習のよさや楽しさを実感できる授業づくり
にできることを検言正してきた。
それを踏まえ、研究の目的達成において，以下
の成果を得た。
①可視化耕オの活用の有効性
教職フ。レゼンテーションIでは，第5学年の「分
数の単元(約分，通分，加法・減法)Jにおいて，分
数の大きさが分かる可視化耕寸の有効性を検証す
ることができた。
その成果をもとに， 教職フ。レゼンテーショ ンH
では，第6学年の「円の面積J，I比例・反比例Jの
単元において可視化耕オの開発や活用を実施し，
その有効性を検証してきた。
可視化耕寸は，文章や数量の関係を読み取るこ
とよりも，効率的に必要な情報を獲得することが
できる。これからの 「わかる」授業づくりにおい
て，可視化教材を開発し活用していくことは大変
効果的である。可視化耕:オの活用の有効性を検証
できたことは，大きな成果と言える。
②授業展開における共有化の活用について
教職フ。レゼンテーションIでは， 5学年の「分数
の単元(約分，通分，加法・減法)Jにおいて，下位
の子どもの学習成立に着目して，少人数による共
有化の活用を図る実践を行った。
その成果として，算数科に苦手意識を持った子
どもの学習意欲の向上や「わかる」実感の獲得等を
検証することができた。
それをもとに，教職フ。レゼ、ンテー ションHでは，
第6学年の 「分数のわり算J，I資料の整理」の単元
において共有化の実践を行ってきた。疑問や考え
の共有化は，考え方をより多面的に捉え，多くの
子どもがかかわり合いながら問題解決を図ること
ができ， Iわかるj授業づくりにおいて有効である
と考えることができる。
問題解決型指導の自力解決の場面や練り合う
場面を柔軟な展開で行う場合，疑問や考えを共有
し合い， 子ども同士がかかわり合いながら学習を
進めていく ことが有効であることを，本研究にお
いて検証することができた。
可視化耕オの活用と同様に，Iわかるj授業づく
りにおいて共有化の有効性を検証できたことは大
きな成果と言える。
以上の①可視化耕オの活用の有効性，の受業展
開における共有化の活用の点から，Iわかるj授業
づくりについて， 目的に応じた研究を深めること
ができたと考える。
(2)今後の課題
①可視化教材のさらなる開発と活用
本研究では，主に高学年で耕オの開発と実践を
行ってきたO 小学校算数科全体で、見たときに， 可
視化i樹オの有効性を検証できたのはまだごく一部
に過ぎない。本研究をもとに，今後の実践でさら
に幅広く検証していくことが課題である。
また，学習内容に対応した耕オであること，授
業の中での活用の場面や方法など，まだまだ検証
したいことが存在している。
②授業の可視化の有効性
老財寸に限らず，板書や学習環境など，授業にお
いて可視化が可能なものとその有効性について検
証することについては，具体的な検証を行うこと
がで、きなかった。 可視化教材の開発と同様に，今
後の授業実践において検証していきたいと考えて
いる。
③共有化を活用した授業展開
本研究では，問題解決型指導を基盤として問題
解決の過程に着目してきた。しかし，実践を重ね
るに従い，共有化を活用した形式にとらわれない
授業展開も存在することを意識するようになった。
共有化の有効性は検証できているので，どのよ
うに授業展開をすることが効果的かを，今後の授
業実践の中で実施していくことを課題と していき
たい。
本研究は，算数科の授業の中の一部分に焦点化
して行った研究に過ぎ、ない。本研究を足がかりに
し，子どもの立場や目線に立った「わかる」授業づ
くりに取り組んでいくことが重要であると考えて
いる。
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